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編　集　後　記

みなさまに「研究紀要」第 49 号をお届けいたします。本号の投稿数は 10 編で、す
べての学部・学科からご投稿いただき、ありがとうございました。研究紀要では、編
集委員とお願いした教員による閲読を行っており、執筆要領に従って、論文の体裁や
誤記の有無などを確認しております。中には、内容に踏み込んで矛盾点を指摘される
こともあり、研究紀要の質を高めていただいております。今回は、とくに倫理的なご
指摘がありました。世間を騒がせた「実験データの改ざん騒動」は、その後は落ち着
いているようですが、当時、倫理教育の見直しや強化が取り沙汰され、全国的な研修
が行われました。その中で、日本人の倫理意識が、米国などに比べて低いことが指摘
され、例として、日本人留学生の卒業論文の引用表記が抜けていたことで、危うく学
生が処罰対象になるところであったことが報告されました。また、個人情報の扱いに
ついては、研究紀要が全国の大学に広く行き渡っているという性格上、被験者に不利
益が及ばないように、慎重な対応をお願いしたいと思います。
天皇陛下の退位と共に平成は最後の年を迎え、新しい元号のもとで、新しい天皇の
御代が始まります。「平成最後」というフレーズが好まれるようですが、やはり「新
しい時代」に向かって、常に前進できるように、ありたいものです。
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